
未然防止の基本から、DRBFM・デザインレビューへの活用まで

オンライン開催 アーカイブ視聴 1ヶ月 PDFテキスト付 請求書払い対応

「FMEAを作っている」のに、なぜ未然防止につながらないのか

形だけで終わらせない FMEA入門
顧客要求やIATF16949への対応としてだけFMEAを実施し、本来の未然防止に効果が出ていない企業が散見されます。デザインレビューでFMEAの提出

を義務化していても、資料に入っているだけでは意味がありません。本セミナーでは、未然防止の本来の姿とFMEA・DRBFMのあるべき姿を実事例を通し

て解説します。効率よく、的を射たFMEA・DRBFMの進め方とデザインレビューでの活用方法を、7時間で体系的に習得します。

開催日時

2026年11月11日(水)

10:00 – 17:00（7時間・休憩含む）

開催形式

オンライン

申込期限 11月4日(水)

受講料（1名）

52,800 円（税込）

早期申込割 2026年10月28日(水)までのお申し込みで 15%OFF →

44,880円（税込）

複数名割引 2名 5%OFF ／ 3名以上 15%OFF

早期申込割との併用が可能です

見積書・請求書・領収書の発行に対応しています

こんなお悩みはありませんか？

カリキュラム（全5章）

CHAPTER 01

FMEAがうまくいかない理由と事例

CHAPTER 02

未然防止活動の基本

CHAPTER 03

FMEA・DRBFMの作成と、効率よく的を射たFMEAの実施

CHAPTER 04

デザインレビュー（DR）における有効活用

CHAPTER 05

FMEA演習（おかしな事例から学ぶ見方・考え方）

※ 第5章はオンライン開催のため作成演習は行わず、FMEAの見方・考え方を解説します。

※ 受講特典：ご希望の方に「FMEA・DRBFMのExcel書式」「品質機能展開（QFD）品質表のExcel事例」をお配りします。

こんな方におすすめ

講師紹介

MONO塾 ／ 講師

上條 仁

CS-HK 代表・シニアコンサルタント

東京農工大学大学院 非常勤講師

「形だけのFMEAでは、未然防止はできない」

日本大学理工学部電気工学科を卒業後、株式会社日立製作所に入社。電力用半導体、自動車用半導体の設計開発に携わったのち、半導体

グループの品質信頼性保証本部でISO9001／QS9000（現IATF16949）を担当し、取引先への指導や品質機能展開（QFD）の全社普及

を推進。2002年に独立してCS-HKを設立し、FMEA・FTA・QFD・TRIZ・デザインレビューなどの技法について、多くの企業で指導実績が

ある。大阪大学での講義のほか、2024年より東京農工大学大学院非常勤講師。著書に『本気で取り組むFMEA』（日刊工業新聞社）ほか。

セミナー名 形だけで終わらせない FMEA入門 テキスト PDFテキスト（開催3日前にメールで送付）

申込期限 2026年11月4日（水）まで アーカイブ 終了後1ヶ月間、録画映像を視聴可能

最小催行人数 3名（不足の場合は中止・延期の可能性があります） お支払い クレジットカード／銀行振込／コンビニ払い

お申し込み・詳細はこちら

キャンセルは開催日7日前まで無料（6日前～当日は100%）
d-monoweb.com/item/seminar-fmea-basic-20261111/

主催：株式会社RE（MONO塾／ものづくりウェブ）

〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内2-17-13 NK丸の内ビル2F

TEL 052-766-7106（平日 9:00–18:00）

社内共有・稟議用にそのまま印刷・回覧いただけます

顧客要求でFMEAやDRBFMを実施しているが、実際の未然防止には役立っていない✓

IATF16949などの認証対応でFMEAを作成しているが、未然防止につながっている実

感がない

✓

未然防止活動に取り組んでいるのに、成果が出てこない・見えない✓

デザインレビューを行っているが、形だけになっていて活用されていない✓

社内に理解者が少なく、一部の担当者だけの取り組みになっている✓

製品ができてから不具合に気づくことが多く、ロスコストが減らない✓

FMEAがうまくいかない理由−

うまくいっていない事例の紹介−

未然防止と品質保証−

未然防止の3区分の必要性、FMEA・DRBFMの位置づけ−

DRBFMとは：FMEAとの関係−

実施前後の活動が重要−

未然防止活動の効率的な実施時期とは−

FMEAに入るまでに！／設計FMEAと工程FMEAの区分けとは−

FMEA・DRBFMの作成手順／インタビューFMEAによる効率アップ−

FMEAの使い分け：顧客要求対応・取引先への依頼−

そもそものDRとは／DRが誤解されている−

DRの分類、DRBFMとの明確化の必要性−

DRの効率化により未然防止を有効活用すること−

おかしなFMEA・DRBFMから学ぶ見方・考え方−

管理職の立場で押さえるFMEAの見方−

研究開発・設計・製造・生産技術など、製品開発に携わる技術者の方▶

品質保証部門で、未然防止活動を推進する立場の方▶

顧客対応でFMEAを扱う、営業担当の方▶

不良や事故の未然防止に悩み、ロスコストを削減したい方▶

FMEA・DRBFMの進め方に困っている、疑問がある方▶

FMEA・DRBFMを基礎から体系的に学びたい方▶

https://d-monoweb.com/item/seminar-fmea-basic-20261111/

